
平成２１年度 
「中小企業の診断及び助言に関する実務の事例Ⅰ」の出題の趣旨 

 
 
第１問（配点 20 点） 
 Ｗ市地区で有力な菓子メーカーであったＡ社と、Ａ社に買収されることになるＦ社につ

いて、合併以前のそれぞれの企業の強みを分析し、両社の合併が生み出す効果あるいは影

響を明確にすることを問う問題である。 
 
 
第２問（配点 20 点） 
 企業買収の意思決定を行う上で、買収者がどういった事項を検討するのか、また買収後

の課題をどのように想定すべきかに関して、財務上の問題以外で、中小企業診断士として

必要となる課題発見能力を問う問題である。 
 
 
第３問（配点 20 点） 
 人事制度や企業風土の異なる２つの企業が統合された結果、従業員のモラールやモチベ

ーションに対してどのような影響が生じるかについて、人事制度、人員構成などの多面的

な視点から課題を発見し解決する能力を問う問題である。 
 
 
第４問（配点 20 点） 
 合併に伴う生産体制の整備と、それに伴う人事異動が及ぼす影響と効果について、中小

企業診断士として分析する基本能力を問う問題である。 
 
 
第５問（配点 20 点） 
 地元市場の不振と景気低迷に伴う大都市圏事業の縮小というきわめて厳しい経済状況下

において、Ａ社が当面存続していくための資金を調達するために、具体的にどのような事

業展開が可能であるのか、中小企業診断士としての分析能力と助言能力を問う問題である。 
 
 

以上 


